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一般的なデータベースレイアウトとストレージ構成
を推奨します

推奨される一般的なデータベースレイアウトとストレージ構成を把握しておくと、ディ
スクグループ、ファイルタイプ、表領域に関する問題の回避に役立ちます。

• 複数のタイプの SAN ファイルシステムまたはボリュームマネージャのファイルをデータベースに含めな
いでください。

データベースを構成するすべてのファイルは、同じタイプのファイルシステム上に存在している必要があ
ります。

• SnapManager には 4K ブロックのサイズが複数必要です。

• 「oratab」ファイルにデータベース・システム識別子を含めます。

管理対象の各データベースの「oratab」ファイル内にエントリを含めます。SnapManager は’oratabファ
イルに依存して’使用するOracleホームを判別します

新しいボリュームベースのリストアまたはディスクグループ全体のリストアを利用する場合は、ファイルシス
テムとディスクグループに関連する次のガイドラインを考慮してください。

• データファイルが含まれるディスクグループに他の種類のファイルを含めることはできません。

• データファイルディスクグループの Logical Unit Number （ LUN ；論理ユニット番号）は、ストレージボ
リューム内の唯一のオブジェクトである必要があります。

ボリュームを分離する際のいくつかのガイドラインを次に示します。

• ボリュームに格納できるのは、 1 つのデータベースのデータファイルだけです。

• データベースバイナリ、データファイル、オンライン REDO ログファイル、アーカイブ REDO ログファ
イル、および制御ファイルという分類のファイルごとに、別々のボリュームを使用する必要があります。

• SnapManager では一時データベースファイルがバックアップされないため、一時データベースファイル
用に別のボリュームを作成する必要はありません。

SAPでは、Oracleデータベースのインストールに標準的なレイアウトを使用します。このレイアウトで
は、SAPはOracle制御ファイルのコピーを「E：\Oracle\SID\origlogA」、「E：\Oracle\SID\origlogB」、「E

：\Oracle\SID\sapdata1 file systems」に配置します。

sapdata1ファイルシステムに制御ファイルが配置されていると、制御ファイルとデータファイルを別々のボ
リュームに分離するためのSnapManager の要件と矛盾するため、高速リストア機能を使用するためには配置
先を変更する必要があります。

BR * Toolsバックアップには、OracleインストールのdbsサブディレクトリにあるOracleプロフ
ァイルとSAPプロファイルが含まれているため、Oracleをストレージにインストールする必要
があります。

新規導入の場合、SAPinstを使用して制御ファイルの場所を変更し、sapdata1ファイルシステムに通常配置さ
れている制御ファイルを、データファイルとは異なるファイルシステムに移動することができます。
（SAPinstはSAPシステム導入ツールです）。
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ただし、すでにインストールされているシステムの場合は、SnapManager を使用した高速リストアを実行す
るために、制御ファイルをファイルシステムから移動する必要があります。これを行うには、データファイル
が含まれていないボリュームに新しいファイルシステムを作成し、そのファイルシステムに制御ファイルを移
動して、前のファイルシステムから新しいファイルシステムのディレクトリへのシンボリックリンクを作成し
ます。データベースエラーを回避するために、制御ファイルを移動する際には、SAPとOracleデータベースを
停止する必要があります。

変更を行う前に、制御ファイルが格納されているsapdata1ディレクトリ内のファイルのリストが次のように
なります。

hostname:/

#  ls -l /oracle/SID/sapdata1/cntrl

-rw-r----- 1 orasid  dba  9388032 Jun 19 01:51 cntrlSID.dbf

変更後のリストは次のようになります。

hostname:/

# ls -sl /oracle/SID/sapdata1

0 lrwxrwxrwx 1 root root 19 2008-08-06 14:55 cntrl -> /oracle/SID/control

0 -rw-r--r-- 1 root root 0 2008-08-06 14:57 data01.dbf

# ls -sl /oracle/SID/control

0 -rw-r--r-- 1 root root 0 2008-08-06 14:56 cntrlSID.dbf

oratabファイルを使用して、データベースのホームを定義しま
す

SnapManager は’オペレーション中にoratabファイルを使用して’Oracleデータベースの
ホーム・ディレクトリを判別しますSnapManager が正常に動作するには’Oracleデータ
ベースのエントリーがoratabファイル内に存在する必要がありますOracleソフトウェア
のインストール中に’oratabファイルが作成されます

Oracleホーム・ディレクトリは’Oracle専用システムの場合と同様に’SAPシステム用のoratabフ
ァイル内に設定されますSAPシステムにはデータベース・ホーム・ディレクトリもありますこ
れは通常'/oracle/SID/xxx_yy'xxxはデータベース・バージョンを表し’yyは32または64です

「oratab」ファイルは、次の表に示すように、ホスト・オペレーティング・システムに基づいて異なる場所に
格納されます。

ホストオペレーティングシステム ファイルの場所

Linux の場合 /etc/oratab

Solaris の場合 /var/opt/oracle/oratab
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ホストオペレーティングシステム ファイルの場所

IBM AIX /etc/oratab

サンプルのoratabファイルには、次の情報が含まれています。

+ASM1:/u01/app/11.2.0/grid:N   # line added by Agent

oelpro:/u01/app/11.2.0/oracle:N         # line added by Agent

# SnapManager generated entry          (DO NOT REMOVE THIS LINE)

smsapclone:/u01/app/11.2.0/oracle:N

Oracleをインストールした後は、「oratab」ファイルが、前の表で指定された場所に存在する
ことを確認する必要があります。「oratab」ファイルがオペレーティング・システムに対応し
た正しい場所にない場合は、テクニカル・サポートに連絡してください。

SnapManager で RAC データベースを使用するための要件

SnapManager で Real Application Clusters （ RAC ）データベースを使用する際の推奨
事項を確認しておく必要があります。推奨事項には、ポート番号、パスワード、認証モ
ードなどがあります。

• データベース認証モードでは、 RAC データベースのインスタンスと通信する各ノード上のリスナーを、
同じポート番号を使用するように設定する必要があります。

バックアップを開始する前に、プライマリ・データベース・インスタンスと通信するリスナーを起動する
必要があります。

• オペレーティングシステムの認証モードでは、RAC環境の各ノードにSnapManager サーバがインストー
ルされ、実行されている必要があります。

• データベースユーザのパスワード（システム管理者や sysdba 権限を持つユーザなど）は、 RAC 環境内
のすべての Oracle データベースインスタンスで同じである必要があります。

サポートされているパーティションデバイス

SnapManager でサポートされているさまざまなパーティションデバイスを把握しておく
必要があります。

次の表に、パーティション情報と、各オペレーティングシステムで有効にする方法を示します。

3



オペレーティングシステム シングルパー
ティション

複数のパーテ
ィション

パーティショ
ン化されてい
ないデバイス

ファイルシス
テムまたは
raw デバイス

Red Hat Enterprise Linux 5x

または

Oracle Enterprise Linux 5x

はい。 いいえ いいえ ext3 *

Red Hat Enterprise Linux 6x

または

Oracle Enterprise Linux 6x

はい。 いいえ いいえ ext3 または
ext4 *

SUSE Linux Enterprise Server 11 はい。 いいえ いいえ ext3 *

SUSE Linux Enterprise Server 10 いいえ いいえ はい。 ext3 *

サポートされているオペレーティングシステムのバージョンの詳細については、 Interoperability Matrix を参
照してください。

NFS および SnapManager でデータベースを使用するための要
件

ネットワークファイルシステム（ NFS ）および SnapManager でデータベースを使用す
るための要件を確認しておく必要があります。推奨事項には、 root 、属性のキャッシ
ュ、およびシンボリックリンクとしての実行が含まれます。

• SnapManager はルートとして実行する必要があります。 SnapManager は、データファイル、制御ファ
イル、オンライン REDO ログ、アーカイブログ、およびデータベースホームが格納されたファイルシス
テムにアクセスできる必要があります。

ルートがファイルシステムにアクセスできるようにするために、次の NFS エクスポートオプションのい
ずれかを設定します。

◦ root =host name

◦ rw =host name, anon=0

• データベースデータファイル、制御ファイル、 REDO ログとアーカイブログ、およびデータベースホー
ムを含むすべてのボリュームで、属性のキャッシュを無効にする必要があります。

NOAC （ Solaris および AIX の場合）または actimeo=0 （ Linux の場合）オプションを使用してボリュー
ムをエクスポートします。

• マウントポイントレベルでのみシンボリックリンクをサポートするには、ローカルストレージのデータベ
ースデータファイルを NFS にリンクする必要があります。
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データベースボリュームのレイアウト例

データベースの設定方法については、サンプルのデータベースボリュームレイアウトを
参照してください。

シングルインスタンスデータベース

ファイルの種類 ボリューム名 ファイルタイプ
専用ボリューム

自動 Snapshot
コピー

Oracle バイナリ orabin_`host name` はい。 オン

データ・ファイ
ル

oradata_`_sid` はい。 オフ

一時データファ
イル

または’p_`_sid`を使用します はい。 オフ

制御ファイル oracntrl01_`sid`(多重化)

oracntrl02_`_sid`(多重化)

はい。 オフ

REDO ログ oralog01_`sid`(多重化)

oralog02_`sid`(多重化)

はい。 オフ

ログのアーカイ
ブ

oraarch_`_sid` はい。 オフ

Real Application Clusters （ RAC ）データベースの略

ファイルの種類 ボリューム名 ファイルタイプ
専用ボリューム

自動 Snapshot
コピー

Oracle バイナリ orabin_`host name` はい。 オン

データ・ファイ
ル

oradata_`dbdbname` はい。 オフ

一時データファ
イル

または’p_`dbdbname`を使用します はい。 オフ

制御ファイル oracntrl01_`dbdbname`(多重化)

oracntrl02_`dbdbname`(多重化)

はい。 オフ
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ファイルの種類 ボリューム名 ファイルタイプ
専用ボリューム

自動 Snapshot
コピー

REDO ログ ORLOOLI01 `_dbdbname`(多重化)

oralog02_`dbdbname`(多重化)

はい。 オフ

ログのアーカイ
ブ

oraarch_`dbdbname` はい。 オフ

クラスタファイ
ル

oracrs_`clustername` はい。 オン
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